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Ayase River Times 
みんなで 「ほっと、いっしょに、いきいきと」 

～安心・信頼を大切に 共に考え・学び、お互いの自己実現を目指します～ 

あいのわ福祉会                                                              

 

 

 

ここ数年気候の変化が著しくその年によって異なっています。地球温暖化と言われ早数年が経過しまし

たが、今年も日本の各地で大雨による水害が発生しました。特別避難命令などの見直しや強化、早い避難

命令の発信等、人の生死に関わる情報発信に工夫が必要であることが明らかになりました。先の山口県の

水害時では高校生のＬＩＮＥ仲間が素早い情報を伝え合ったことで全員が緊急避難出来て難を逃れたこ

とが報道されました。新しいメディアの良い部分が上手く活用されていました。 

綾瀬あかしあ園においても緊急時の保護者との連絡が取れるよう整いました。 

今しばらく残暑厳しい日が暫く続くことでしょうが、毎年の気候の変化に私達人間がついていけないよ

うな環境変化が起きているように思えてなりません。世界的に異常気象による環境破壊や災害が増えてい

ています。しかしながら気候をコントロール出来るような技術は現状では未だ開発されていないようです。 

暑い夏をいろいろな工夫をして、今年も乗り切りましょう。 

 

 

 

8月8日の全体行事では、「サマージャンボビンゴ！」と題して、ビンゴを行ないました。「夏といえば？」

をテーマに考えた２８個の夏シールの中から好きなシールを選んでもらい、一人ひとり事前にビンゴカー

ドを作成して頂き、当日参加してもらっています。 

今回のビンゴはいつものビンゴとは少し変わった企画となっており、夏カードに因んだ出し物を職員が

いくつか行うというサプライズ企画を用意しました。職員が仮装して出てきた際には、会場中が笑いの渦

に！！皆さんとても楽しんで行なっており、ビンゴ大会が終わった後には、「自分も仮装をしてみたい」

という意見も利用者さんから上がっていました。また、今回は、なんと１０名に夏グッズプレゼント！と

いうことで、みなさん自分の作ったビンゴカードとにらめっこしながら「次はなにが出るかな？あれ出て

ほしいな」「あと一つでビンゴだ！」などさまざまな思いを込め、わくわく、ドキドキしながら行なって

いるようでした。次回の全体行事も利用者、職員の全員が楽しめるような企画を考えていきます。 

                   

 

 

 

 

 

 

 

 

施設長 横内 康行 
暑い夏を迎えて 

みんなドキドキ！ビンゴ大会！ 全体行事担当 



 

 

 

１グループでは、創作活動で夏をテーマに「風鈴」作りと「手形花火」作りを行ないました。風鈴作り

ではペットボトルを半分に切ったものを使用し、それぞれ好きな色紙やシールを選び作りました。手形花

火では手に直接絵の具を付け、手で花火を描いた方や刷毛で花火を描いた方など、ひとり一人思い思いの

花火を作り、それが一つの大きな作品となり、とてもきれいな花火が出来上がりました。 

また、レクでは今年も毎年恒例のすいか割りを行ないました。今回は“だるまさんがころんだ“のルー

ルに沿って、鬼に捕まらないように皆で力を合わせてすいか割りを行ないましたが、なかなか割れないす

いかに大苦戦！！しかし、4 グループの利用者さんも加わり、皆で力を合わせて大きなすいかを割ること

が出来ました。すいかを割った後は、みなさんホッとしたようで安心した表情をされていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「夏休みに入る前に夏らしいことを!!」ということで、題して『納涼祭』を１３日に行いました。内容

は4つのコーナーを設けて2階フロアのテラスを1周する企画。まず始めにくじ引き！引いたくじに記さ

れた夏にちなんだ物を身につけます。お面や水泳帽、ゴーグル、はっぴ等、皆さんとてもお似合いで記念

撮影をした後もしばらく身に着けて過ごす方もいるほどでした。次は水鉄砲で的当て！成功するとゼリー

をゲットして次のコーナーへ移動します。3番目には水風船釣り！つり竿やお玉を準備していたのですが、

なかなかうまく釣ることができずに普段は穏やかな方もムキになって大きな声を出していました。そして

最後はかき氷を作ってＧＯＡＬ!! 

 とても暑い日だったのでクーラーのきいた涼しい室内でかき氷を堪能し、皆さん大満足の笑顔を見せて

いました。感想を聞くと一番良かったのは「かき氷」とのこと。皆さんやっぱり美味しいものに目がない

ようでした。 

 

 

 

 

 

 

 

１グループ 

夏を満喫！納涼祭！ 

みんなで咲かせる花火 

２グループ 

 
誰でしょう？ 



 

 

 

7月29日3グループは2グループと「合同スイカ割り」を行ないました。 

スイカが２つあり、男性チームと女性チームにわかれて行いました。 

 男性と女性では力の差が明らかなので、今回は何を使ってスイカを割るかくじ引きで決めています。ピ

コピコハンマーやメガホン、プラスチック製のバットやデッキブラシ等色々です。固いスイカに悪戦苦闘

する方、スイカに当たらずテーブルを叩いてしまった方、どちらのスイカが早く割れるか競っていたわけ

ではありませんが、どちらもなかなか割れませんでした。仕方なく最後は支援員が力づくで・・・・。 

 皮のとても厚いスイカで、スイカ割りには不向きかもしれませんが、割れたスイカはみんなでおいしく

いただきました。それにしても今年のスイカは美味しいです！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏をテーマに、折り紙でアサガオを折ったり、綿を使ってかき氷を作成しました。綿に色をつけるのが

難しかったですが、綿に直接絵の具を染み込ませたり、絵の具をたらしたり、皆さん工夫して作成してい

ました。次の週には、本物のかき氷を作っています。シロップも手作りしていますが、皆さんニコニコと

笑顔で楽しそうな様子でした。また、8月 8日に食堂で全体行事を行ないましたが、その際の飾りつけも

4 グループが担当しました。スイカやアイス、水着など折り紙で折ってボードに貼っていきましたが、折

り方が難しい物でも、積極的にチャレンジして作成していました。これからも、季節感あふれる作品を作

成していきたいと思っています。 

 

 

 

 
 

 

 

 

運次第のスイカ割り・・？ 

夏の風物詩・・・ 

３グループ 

４グループ 



１、 ３グループの好きなところ 

２、 いま一番行きたい場所 

３、 好きなアーティスト 

４、 マイブーム 

 

 

〈職員の休暇・退職についてのお知らせ〉 

○春日支援員（８月１９日より産休） 

８月１９日より、産休に入らせていただきます。 

元気な赤ん坊を産んで、パワーUPして戻ってきたいと思います！ 

○大場支援員（８月３１日付 退職） 

 あっという間の６年でした。この綾瀬あかしあ園で学んだことを活かし、次のステージでも頑

張ります。長い間、本当にありがとうございました！ 

 

 

綾瀬あかしあ園では現在、日中活動のボランティアをして頂ける方の募集をしています。 

お祭りや宿泊等の行事とはまた違った普段の活動をお手伝いして頂ける方がいらっしゃいました

ら、ぜひご連絡下さい。お待ちしております。 

☆ボランティア内容：日中活動のボランティア（おしぼりの再生作業、創作活動、音楽活動など） 

☆活動時間：午前10時から午後2時まで（午前のみでも可） 

※午後のみの方は申し訳ありませんが受け付けておりません。 

連絡 ０３－５６８２－７２７２   ボランティア担当：飛鳥
あ す

馬
ま

、二宮
にのみや

 

 

※利用者さんの写真掲載につきましては、「個人情報保護」の趣旨に基づきご本人及びご家族の許可を得て、掲載しております。 

 

支援員紹介 

～非常勤職員編～ 

３グループ② 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、チームワークの良い所 

２、温泉 

３、Ｂ‘ｚ・ミスチル・ケツメイシなど 

４、大人のkitkat（キットカット） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１、明るく楽しく個性豊かなところ！ 

２、香川県（うどんを食べに・・・） 

３、ゆず 

４、さぬきうどん、ゴーヤ料理 

 


